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A. 研究目的 
HTLV-1 関連脊髄症（HAM）診療ガイドライン

2018 のスコープ案の作成と、HTLV-1 関連眼

疾患における症例の検討、現状の調査を通じ

て、2015 年度に作成した HTLV-1 関連ぶどう

膜炎の診断の手引きの問題点の抽出を行う。 

 

B. 研究方法 
HTLV-1 関連脊髄症（HAM）診療ガイドライン

2018 のスコープ案について、HTLV-1 ぶどう

膜炎（HU）を診療する立場から必要事項につ

いて助言をおこなう。また、希少疾患である

HTLV-1 関連眼疾患において、個々の症例の詳

細な検討を行う。また、２年前に作成した

HTLV-1 ぶどう膜炎の診断の手引きについて

現状の研究状況の進歩と臨床状況の変化に

対応しているかについて検討した。 

 

（倫理面への配慮） 

研究はヘルシンキ宣言に基づく原則に従い、か

つ「疫学研究に関する倫理指針」に準じて実施

する。当該臨床研究の実施計画については、宮

田眼科病院倫理審査委員会に付議され、承認を

得ている。 

 

C. 研究結果 
 HTLV-1 関連脊髄症（HAM）診療ガイドライン

2018 のスコープ案について、HAM と HU の炎症

発症メカニズムが近いと考えられることから、

眼炎症の専門の観点から、これまでの報告と内

容に矛盾がないかなど、詳細にレビューを行い、

特に問題点がないことを確認した。 

 これまで症例の検討を詳細に行ったところ、

HAMとHUを合併する患者に生物学的製剤を使

用によって、HU の再発、HAM の悪化が認めら

れた症例が明らかになった。この事象に注目

し、詳細な治療内容と採血データを解析する

とともに論文を発表した。（論文発表・文献 5）

本発表によって、HTLV-1 感染者に生物学的製

剤を使用する場合、HTLV-1 関連炎症性疾患が

悪化する可能性があるという注意喚起を行

うことができた。 

 また、HTLV-1 ぶどう膜炎の診断の手引きに

おいては、作成当時（2015 年度）に眼科分野

で認可されていなかった生物学的製剤（アダ

リムマブ）の適応が 2016 年 9 月にあり、眼

研究要旨 

HTLV-1 関連脊髄症（HAM）診療ガイドライン 2018 のスコープ案に、HTLV-1 関連眼疾患を専門とす
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科を取り巻く状況の変化がみられている。今

回の症例の検討によって明らかになったよ

うに、眼科領域においても生物学的製剤使用

する際に HTLV-1 感染者の場合注意が必要で

あるなど、追記した方が良い可能性がある項

目が明らかになった。また最新の調査によっ

て、HTLV-1 の発症年齢がやや高年齢化してい

ることなどを明らかにし（論文発表・文献 2）、

診療の手引きの改定への根拠となる情報の

収集を行うことができた。 

 

D. 考案 

 眼科の観点から HTLV-1 関連脊髄症（HAM）

診療ガイドライン 2018 の作成に参画し、臨

床で必要とされる事項について十分網羅し

たスコープ案を多くの知見を根拠に作成す

ることができ、本ガイドラインは今後患者診

療に大きく役立つと考えられる。 

 また、個々の症例の検討によって、生物学

的製剤に対する注意事項など、将来の HTLV-1

関連眼疾患におけるガイドライン作成のた

めの根拠となる知見を得ることができた。ま

た新たな調査によってこれまでの報告と変

化している点もみられ、これらをアップデー

トした情報を今後のガイドライン作成に反

映するべきであると考えられた。 

結論 

HTLV-1関連脊髄症（HAM）診療ガイドライン2018

については、必要事項を網羅したスコープ案の

を作成することができた。また症例報告の検討

で注意喚起すべき事項が明らかになり、今後眼

科分野においては、HTLV-1 関連ぶどう膜炎の診

断の手引きの改訂やガイドライン作成に反映

していくことが必要と考えられた。 
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